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急性心筋梗塞症の再灌流療法前のニコランジル投与は白血球の活性酸
素産生抑制を介して左室機能の低下を抑制する
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１背景

ニコランジルは急性心筋梗塞の再潅流療法時

に心筋を再潅流障害から保護すると報告されて

いる。一方で虚血一再潅流時において，活性酸

素種（ROS）は白血球の接着因子の発現を冗進

させることなどにより再潅流障害を増悪させる

ことが知られている。今回，われわれはヒトの

急性心筋梗塞症例（AMI）においてニコランジ

ルを経皮的冠動脈形成術（Pcl）に先行投与す

ることで，白血球の活』性化を抑制し，ＲＯＳの産

生を抑制しうるか，また，臨床的に慢性期の左

室壁運動の低下を抑制しうるか否かを検討し

た。
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３結果

急性心筋梗塞症例のニコランジル非投与群で

は，ＲＯＳの産生能がPCI前，PCI直後，２４時

間後と経時的に冗進した。２４時間後で比較する

とニコランジル投与群では有意にＲＯＳ産生能

が抑制されていた。白血球-血小板凝集につい

ては単球，白血球ともにニコランジル投与群で

凝集能抑制を認めた。８－OHdGレベルはニコラ

ンジル非投与群でPCI前後で有意な増加を認

めたが，ニコランジル投与群では有意な変化を

認めず，さらに，２４時間後ではニコランジル投

与群で有意な８－ＯＨｄＧレベルの低下が認めら

れた｡急性期のMaxCPKは両群間に有意差を認

めないものの，′慢'性期に施行した左室造影では

〔抄録〕臨床の部●演題１

２対象・方法

対象は初回急性心筋梗塞,１９症例で封筒法に

よりニコランジル投与群８例と非投与群１１例

に分けた。両群間に年齢，梗塞責任血管，再潅

流までに要した時間に有意差なく，両群ともに

PCIの初期成功率は100％であった。ＡＭＩと診

断された後，ニコランジル投与群では体重あた

り0.06ｍｇのニコランジル単回静脈内投与後に

持続的静脈内投与（1.67蝿/kg/min）を２４時間
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施行した｡白血球のＲＯＳの産生能については分

離白血球にCDCFHを添加し基礎活'性を測定

し，ＰＭＡ刺激によるＲＯＳの産生能をフローサ

イトメトリー法にて評価した。白血球-血小板

凝集についてはＣＤ４１を添加後，白血球を遠心

分離しフローサイトメトリー法にて測定した。

また，抽出ＤＮＡにおける８－OhdG産生量につ

いてはHPLC-ECD法にて評価した。
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